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　 As　Loday’s　washing 　machines 　have　large　capacities ，　rather 　thick　items　are 　now 　washed 　more 　than

before、　With　this，　the　washing 　effects　of　the　under 　side　of　thick沈erns　or　fabrics　lying　one 　on 　top　of

another 　 have　 become 　 more 　 important．　 However ，　 the　 washirlg 　 of 　inside　 surfaces 　 has　 been　 little

investigaLed 　Lo　date．　In　this　paper，　methods 　of　evaluat 正ng 　inside　detergency　of　detergents　or 　washing

machines 　 were 　 investigated　 and 　 a　 convenien む one 　 was 　 proposed，　 Using　 that　 method ，　 washing

experiments 　were 　carried 　out ，　resulting 　in　 a　number 　of 　interes七ing　findings，　Soap　had　the 　least　inside

detergency　 at　 low　washing 　 temperature　 and 　 the　 largest　 at 　 hi8h　 washing しempera しure ．　 Synthetic
detergent　A　containing 　enzyme 　had　the　Largest　inside　detergency　at　abouL 　50℃ and ，　Qn 　average ，　i七
was 　significantly 　larger　than　any 　Qther 　detergents　at　each 　temperature．  ht　duty　detergents　B　and 　C

depended 　Uしtle　on 　washing しemperature ，　The 　effect 　of 　water 　pressure　on 　inside　detergency　was 　greater
for　syn 七hetic　detergents　A ，　B，　 and 　C　than　it　was 　 on 　 ordinary 　detergency　and 　the 　inside　detergency

depended 　 litde　 on 　 detergents　 or　 washing 　 temperature，　 while 　that　 of　soap 　depellded　 on 　 was 垣ng

temperature　considerab 且y，　 A 　statistical 　 arlalysis 　 was 　 done　on 　detergency，　 The 　washing 　ma −

chine 　and 　washing 　temperature 　contributed 　30％　to　50％　on 　ordinary 　detergerlcy　With　aU

detergents．　However ，　the 　inside　detergency　of 　soap 　and 　thaしof　synthetic 　detergentS　A，　B　and 　C　 were

very 　differenしThe　effectiveness 　 of 　 soap 　 was 　 77％ dependent 　 on 　 the　 washing 　 temperature ，　 whle

that　of 　synthetic 　detergents　A，　B　and 　C　depended　on 　the　washing 　machine 　at　the　r乱te　of 　55％，83％ and

67％ respectively ．

　　　　　　　　　　　 （Received　August　29，
2001；Accepted 　in　revised 　form　February　25

，
2002）
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　1．緒　　言

　近年 洗濯機 は 大容量 化 され，
一

般家庭 に お い て 4〜

5k9 の 衣類 を
一

度 に洗濯する こ とや，毛布，タ オ ル

ケ ッ ト
， 肌 が け布団 な ど大物洗 い をす る こ とが比較的

簡単に で きる ように な っ た．高橋 らは 洗濯容量の 大型

化に 注 目し数種 の 洗濯機に よる毛布の 洗浄に つ い て，

標準サ イ ズ の ア ク リ ル タ フ ト毛布 を被洗物 と して メー

カー
の 取 り扱 い 説 明書 の 指示す る方法で 洗 浄 を行 っ た ，

そ の 結果 ， 毛布 をたた ん で （たたみ方 の 表示 あ り）洗

濯する方法 で は毛布の外側 に取 り付け た汚染布の 洗浄

効率は良好で
， 内側に入 る部分 に取 り付けた汚染布の

洗 浄効率 は 低か っ た
1 ）．また，木綿わた敷 き布団の 丸

洗 い に 関する報告で は 1 回 の 丸洗 い で は 長 年使用 した

布団の 汚れ の 大部分を除去する こ とは困難で あ る とい

う
21
，こ の ような大物被洗物 の 場合に は表面 の 汚れ除

去だけで は な く内側の 汚れ除去 も重要に な る．

　 こ れ まで 洗 浄力を評価 す る方法に つ い て は ，評価 の
　　　　　　　　　　　　　　
目的に応 じて 多 くの 人々 窺 こよ っ て研究され論議 され

，

い くつ か の 代 表的な評価 法も確立 され て い る．しか し，

衣料 ， 洗濯事情が 時代 と と も に常に 変化 し て い る状況

下 で は，現行の洗浄力評価法に つ い て も改良の余地が

あ り， 事実新た な提言 もな され て い る
州 ．こ れ まで

確立 され，また新た に提言され た洗浄力評価法で は布

と布とが 重な りあっ た 場 合，内側 に 閉 じ込め られ た布
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表 1，汚染布の 汚垢組成 表 2．汚染布を包んだ布

汚 れ成分 組成 （％） 包 ん だ布　 厚 さ （  ） 紹 劇 縦 X 横 ／イ ン チ ）

オ レ イ ン 酸 　　　　　　　　28．3

トリ オ レ イ ン 　 　 　 　 　 　 　15．6

コ レ ス テ ロ ー
ル オ レート　 　 12．2

流動パ ラ フ ィ ン 　　　　　　 2．5

ス クア レ ン 　 　 　　 　 　 　 2．5

コ レ ス テ ロ
ー

ル 　　 　　　 　 1．6

ゼ ラチ ン　　　　　　　　　　　7．0

泥　　　　　　　　　　　　29．8

カ
ー

ボ ン ブ ラ ッ ク　 　　 　 O．2〜0．3

木綿 No．1

木綿 No．2

木綿 No ，3

木綿 No ，4

0．1820

．2720

．6150

．755

128× 6564
× 5744

× 4324Xl9

の 汚れ除去 を評価す る こ と は で きない ．そ こ で
，

こ の

内側 に閉じ込め られた布の 汚れ除去を 「内側洗浄力」

と定義 し，比較的簡便 に内側洗浄力 を評価で きる 方法

と して 汚染布を布に 包 んで 綿金巾に縫 い 付けて 洗浄実

験 を行 う方法 を検討 した，また こ の方法を用 い て
， 数

種の市販洗剤の 内側洗浄力を渦巻型洗濯機 と撹拌型洗

濯機で 評価 した．

　2．実験方法

　（1） 汚 染 布

　洗濯科学協会販売の 湿式人工 汚染布を用 い た．こ の

汚染布は表 1 の 汚垢組成を強力な乳化分散装置 に よ っ

て 水 中 に均
一

に 分散 させた後，こ の 浴中 に綿布 を浸漬

し て汚染 し ， 乾燥 ，
ラ ビ ン グ プ ロ セ ス を経 て 調 製さ れ

た もの で ある ．汚染布の 大 きさ は 縦横 そ れ ぞれ 5× 5

cm で ， こ の 表裏 4箇所 の 反射率を測定 して 洗浄 実験

に供 した．用 い た汚染布の 反射率の 範囲 は 42．0± 4．0

％ で あ っ た ．

　（2） 汚染布を布で 包む

　表 2 に示す綿布 No．1〜 No．4 を用 い て 汚染布を包

んだ．汚 染布の 包み 方は図 1 に示 した ．すなわ ち
，
5

× 5cm の 汚染布を   の よ うに a の位置に ミ シ ン で 縫

い 付け （針 目 2．5mm で汚染布の 端か ら 1mm の 所 を

縫 う〉，  の よう に 包 む布 の 下方 b を上 に折 る．次 に

  c の 部分 を隙 間 な く左右 （  ）それか ら上部 （  ）

を内側 に折 っ て布端か ら 5mm の 所 を ミ シ ン で 縫 っ て

汚染布 を包む．

　（3） 洗 　　剤

　次の 4 種の 市販洗剤を用 い た．

・市販弱 ア ル カ リ性合成洗剤 （合成洗剤 A ）；界面活

性剤 41　°／。 （直鎖 ア ル キ ル ベ ン ゼ ン ス ル ホ ン 酸ナ トリ

ウ ム 他），ア ル ミ ノ け い 酸塩，炭酸塩，蛍 光剤 配合，

52

酵素配合

・市販高級 ア ル コ ー
ル 系洗剤 （合成洗 剤 B）：界 面 活

性剤 27％ （ア ル キ ル 硫酸 エ ス テ ル ナ トリ ウ ム 他），硫

酸塩

・市販 非イ オ ン 系洗剤 （合成洗剤 C＞；界面活性剤 22

％ （ア ル キ ル グ ル コ シ ド
・ポ リ オ キ シ エ チ レ ン ア ル キ

ル エ ー
テ ル ）

・市販脂肪酸石 け ん ：純石 けん 分 60％ （脂肪酸 ナ ト

リウ ム），炭酸塩

　（4＞ 洗浄実験

　洗濯機 ：洗濯方式が 自動反転撹拌式の 全自動洗濯機

と 洗濯方式が 自動反転 渦巻式 の 二 層式洗濯機 を用 い た ．

　試験布 ：lm 四方 の 台布 （綿金 巾）に汚染布 を包 ん

だ試料 の
一

辺 を縫 い 付 けた もの 10枚用意 し，さらに

台布を足 して ほぼ 1k9 と し た．

　 浴比 ：1125

　洗濯時間 ：撹拌型洗濯機で は標準プ ロ グ ラ ム （洗い

12分 ，すす ぎ3分 2 回，すす ぎの 前後間に脱水 5分 ）

を
，

また渦巻型 洗濯機で は洗 い 10 分 ，すす ぎ3 分 2

回，すす ぎの 前後 間に脱水 1分 を行 っ た。

　洗剤 濃度 ：標準使用 量 を用 い た．すなわ ち，25 リ

ッ トル の 水 に 石 け ん 42g ，合成洗 剤 A21g ，合成洗

剤 B37 ．5g ，合成洗剤 C34 　ml を用い た．

　 温度 ；12，30，50， 70℃

　洗浄力評価法 ：反射率法を用 い た．す なわ ち ， 1枚

の 汚染布 の 4 箇 所 の 平均反射 率 をR ，，洗浄布の そ れ

を Rw，原 白布の それ を R
。

と した 時，下記の 式 を用 い

て洗浄効率 W ％ を算出 し
，
10枚の 平均洗浄効率 を求

め た．

　　　　　　W ＝ IOO（Rw − Rs）／（RrR ，）

　 （5） 浸透力実験

　 キ ャ ン バ ス デ ィ ス ク法 を用い て 液温 30℃ と 70℃ で

4 種の 市販洗剤の浸透力を測定し た．す なわち，標準

使 用濃度に調整 した洗 剤溶液を シ リ ン ダ
ー部 50ml の

線ま で 入 れ ， グ
ーチ ロ ート付属 の ス テ ン レ ス リ ン グ上

に キ ャ ン バ ス 地 を載せ て強制的に シ リ ン ダ
ー液中に入
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　 図 1．汚染布の 包み方
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図 2．汚染布 を包む布 の 種類 と渦巻型洗濯機 の 洗浄効

　　　率比

合成洗 剤 A ：酵 素 配 合 市販 弱 ア ル カ リ性 洗 剤．洗浄効率比

＝（内側洗浄力〉／（通常 の 洗浄力）＝（汚染布を布で 包 ん だ洗

浄 効率〉／（汚染布 を布 で 包 ま な い 洗浄効率）．洗 い 10分 ，

すす ぎ 3 分 2 回，洗浄温度 30℃，洗剤濃度 ：
’
標準使用 量

（水 25 リ ッ トル に石けん 42　g，合成洗剤 A21　g）．

1

0，8

ll　…

ll　a・

0．2

　 包む布の 種類

［璽 コ 綿布 N ・ ．1

巨≡ヨ 綿酬 駄 2

  綿 布N α3

匚コ 綿 布 N ・．4

　 　 o

　 　 　 　 　 右けん 　　　　　合成洗剤A

図 3．汚 染布を包 む布 の 種類 と撹拌型洗濯機の 洗 浄効

　　　率比

合成洗剤 A ：酵素配合市販弱 ア ル カ リ 性洗剤．洗浄効率比
＝（内側洗浄力＞f（通常 の 洗浄力〉＝（汚染布を布 で 包 ん だ洗

浄効率）／（汚染布 を布 で 包 まない 洗浄効率〉，洗 い 12分，
す す ぎ 3 分 2 回，洗 浄 温 度 30℃ ，洗 剤 濃度 ；標準使 用 量

（水 25 リ ッ トル に石け ん 42g，合成洗剤 A21g ）．

れ た．キ ャ ン バ ス 地 が 液面 に 触 れ た時か ら下 の ス テ ン

レ ス リ ン グに接す る まで の 時間を測定 した．70℃ で は

洗剤液を入 れ た シ リ ン ダー部をウ ォ ターバ ス に 入れ て

測定 した．

　3．結果お よ び考察

　（D 包 む布と洗浄力

　温度 30℃ で 表 2 に 示す綿布で 汚染布 を包ん で洗 浄

力実験を行 っ た ．市販弱 ア ル カ リ性 合成洗剤 （合成 洗

剤 A ）と市販 石け ん を 用 い て 渦巻型洗濯機で 行 っ た結

果を図 2 に ，また撹拌型洗濯機 の 結果を図 3 に示 し た．

い ずれ も布で 包まな い 場合の 洗浄効率を 100％ と した

洗浄効 率比 で 比較 して い る ．包 む布が薄い ，目 が粗 い

場合 は 洗 浄効率 の 低下 は小 さ く，包む布が逆 の 場合は

洗浄効率の低下 が 大き くな る ．こ の 洗浄効率の 低下 が

小 さす ぎて も大 きす ぎて も， 現在
一

般 に使用 され て い

る洗剤や洗濯機間の 洗浄効率に顕著な差が 見られず ，

それ らの 内側洗 浄力を比較す る こ とは で きな い ．例え

ば綿布 No ．1 は 両洗濯機 とも洗剤 A と石 け ん とで 洗浄

効率の 低下 に差があ ま り見 られ な い ．綿布 No ．2 で は

（459） 53

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

日本家政学会誌　VoL　53　No．5 （2002）

図 4．汚 染布 を布に 包 まな い 通 常 の 洗浄力試験 に お け る市販洗剤 の 洗

　　　浄温度 と洗浄力

● ：渦巻型洗濯機　洗駐 10分，すす ぎ3分 2 回，洗剤濃度 1標準使用量 （水

25 リ ッ トル に 石け ん 42g，合成洗剤 A2ig ，合成洗剤 B37 ．5g，合成洗剤

C　34　ml ），0 ：撹拌型洗濯機 洗 い 12分，すす ぎ3 分 2 回，洗剤濃度 ：標準

使用量 （水 25リ ッ トル に 石 け ん 42g ，合成洗剤 A21g ，合 成 洗剤 B37 ．5g，

合成 洗 剤 C34 　ml ）．合 成 洗 剤 A ：酵 素配合市販弱 ア ル カ リ性洗剤，合成洗剤

B ：高級 ア ル コ
ー

ル 系市販中性洗剤，合成洗剤 C ：非 イ オ ン 系市販液体中性

洗剤．

水流 の 弱 い 撹拌型で は差が見られ るが，渦巻型で はほ

とん ど変わ らな い ．こ れ に対 して 綿布 No ．3 で は 洗剤

問で約 2倍，また洗濯機間で は約 1．5倍の 明瞭な差が

出て い る．しか し，綿布 No，4 で は 洗浄効率が低下 し

す ぎて 洗剤間に差 はほ とん ど見られ ない ．こ れ らの 結

果か ら本実 験 の 目的の ため に は綿布 No．3 を用 い て 汚

染布 を包 む方法が最 も適 して い る．そ こ で
， 以下 の 実

験 で は綿布 No ．3 を用い た．

　  　洗剤の種類 と内側洗浄力

　汚染布 を布で 包まずに綿金 巾に縫 い 付けて 通常 の 洗

浄力実験 を行 っ た結果を図 4 に示 した．ラ イ トデ ュ
ー

テ ィ 洗剤 である合成洗剤 B と C に比 べ て ヘ ビ
ー

デ ュ

ー
テ ィ洗剤で ある石けん と合成洗剤 A は洗浄効率が

高 い ．また，石 けん お よび合成洗 剤 B と C で は温度

が 高 くな る に したが っ て 洗浄効率も高 くなるが ，合成

洗剤 A は酵素が配合 され て い るた め 50℃付近で極大

となりその 後は低下 して い る．い ずれ の 洗剤 に お い て

も各温度で 撹拌型洗濯機 よ りも渦巻型洗濯機 を用 い た

方が約 30％前後洗浄効率は高 い ．

　汚染布を布に包ん で 洗浄力試験 を行 っ た結果 を図 5

に示 した、洗剤間で 洗浄効率を比較する と低温 （12℃ ，

30℃〉で の 石け ん の 内側洗浄力が他 の 洗剤に比べ て 著

しく低 い ．すなわ ち ， 通常 の 洗浄力実験 （図 4）で 石

け ん は低温 に お い て もラ イ トデ ュ
ー

テ ィ 洗剤で あ る合

成洗剤 B や C よ り洗浄 力 が高か っ た．しか し，内側

洗浄力実験 （図 5）で は洗浄温度 12℃，30℃で は合成

54 （460）

N 工工
一Eleotronio 　Library 　



Japan society of Home Economics

NII-Electronic Library Service

Japan 　sooiety 　of 　Home 　Eoonomios

洗剤 の 内側洗浄力評価
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図 5．汚 染布 を布に 包ん だ場合の 市販洗剤の 洗浄温度と洗浄力 （内

　　　側洗浄力）

● ：渦巻 型 洗濯機　洗 い 10分 ， すす ぎ3 分 2 回 ， 洗剤濃度 ：標準使用 量

（水 25 リ ッ トル に石 け ん 42g，合成 洗剤 A21g ，合成洗剤 B37．5g ， 合成

洗剤 G34　ml ），○ ： 撹拌型洗濯機　洗 い 12分，すす ぎ 3 分 2 回，洗剤濃

度 ：標準使用量 （水 25 リ ッ トル に 石けん 42g ，合成洗剤 A21g ，合成洗

剤 B37 ．5g ， 合成洗剤 C34 　mD ．合成洗 剤 A ：酵素配 合市販弱 ア ル カ リ性

洗 剤 ，合 成 洗 剤 B ：高級 ア ル コ ー
ル 系市販 中性洗剤 ， 合成洗剤 G ：非イ オ

ン系市販液体 中 性洗 剤．

7006DO
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　 　 　 o

　　　　　 石けん　　 合成洗剤A 　 合成洗剤8　 含成洗剤C
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 洗剤 の 種 類

　　　　　　 図 6．洗剤の種類 と浸透力

合成洗 剤 A ：酵素配合市販弱 ア ル カ リ性洗剤，合成洗剤

B ：高級 ア ル コ ー
ル 系市販中性洗剤，合成洗剤 C ：非イ オ

ン 系市 販 液 体 中 性洗 剤．キ ャ ン バ ス デ ィ ス ク 法，30，70℃．

洗剤 B や C の 洗 浄 力 の 方 が 高 い 、 こ の 原 因 と して 浸

透力の 影響が考え られ る．図 6 に こ れ らの 洗剤 につ い

て 30℃ と 70℃で 浸透力実験 を行 っ た結果 を示 した．

30℃ で は 3種 の 合 成洗剤 に 比 べ て 石 けん の浸透時間が

極め て 長 く浸透力が著 しく劣る こ とがわかる．こ れ に

対 して 70℃ で は他 の 洗剤の 30℃ に お ける浸透力程度

に は改善さ れ る．し た が っ て ，石け ん は低温 で の 浸透

力が著 しく小 さい ため に低温 に おける内側洗浄力が低

く， 他の 洗 剤に比 べ て表側洗 浄に偏 っ て い る とい える．

また，洗浄温度 12℃ で は合成洗剤 A
，
B

，
　 C は 同等の

内側 洗浄力 を有する が，洗 浄 温度 30℃ ，50℃で は 合

成洗 剤 A が他 の 洗 剤 に 比 べ て 極 め て 高 い 洗浄力 を示

し，70℃で は 石けん の 内側洗 浄力が最 も高い ．

　洗濯機別 に 比較す ると，図 4 と同様 に撹拌型洗濯機

よ り渦巻型洗濯機 の 方が洗浄効率は高 い ．しか し，通

常洗濯 （図 4）で は 30％前後の 差が観察され る程度で

ある の に 対 して
， 内側 洗浄力 に つ い て は石け ん の 高温

の 場合を除 くと 1．5−−2 倍の 差に拡大 して い る ．

　 こ こ で 各洗剤 の 通常 の 洗浄力と内側洗浄力とを比較

す るため，同
一

の 条件下 で 汚染布の み と布に 包まれ た

汚染布 との 洗浄効率比 を算出 して 図 7 に示 した．そ の
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図 7．汚染布 を布 に包ん だ場合 （内側 洗浄力〉と包 まな い 場合 （通

　　　常洗浄） との 洗浄効率比

洗浄効率比 ＝（内側洗浄力）／（通 常 の 洗浄力）＝（汚染布 を布で 包 ん だ洗浄効

率）／（汚染布 を布 で 包 ま な い 洗浄効率 ）．● ；渦巻型洗濯機　洗 い 10 分，す

す ぎ 3分 2 回，洗剤濃度 ：標準使用 量 （水 25 リ ッ トル に 石けん 42g ，合

成洗剤 A21 　g，合成洗剤 B37 ．5g ，合成洗剤 C34 　ml ），○ ：撹拌型洗濯機

洗 い ユ2分，すす ぎ3分 2回，洗剤濃度 ：標準使用量 （水 25 リ ッ トル に 石

け ん 42g，合成洗剤 A21g ，合成洗剤 B37 ．5g ，合成 洗剤 C　34　in1 ），合成

洗剤 A ：酵素配合市販弱ア ル カ リ性洗剤 ，合 成 洗 剤 B ：高級 ア ル コ ール 系

市販 中性 洗 剤 ， 合成洗剤 C ：非 イ オ ン 系市販液体中性洗剤．

結果 ， 温度の 影響が石け ん と合成洗剤 とで 異な っ て い

る こ とが わ か る．石けん で は洗浄温度が高 くなる に つ

れ て 内側 を洗う力が著 しく大き くな る の に 対 して
， 他

の 洗剤で は洗浄効率比は洗浄温度にそれ ほ ど依存 して

い な い ．すなわ ち，石 けん で は 0．2〜O．7 まで 変化す

るの に対 して ，合成洗剤で は種類 に よ らず撹拌型で お

よ そ 0．4 前後，渦巻型 で O．6前後で ある．

　洗濯機の 影響 につ い て は い ずれ の 洗剤 も撹拌型洗濯

機 よ りも渦巻型洗濯機の方が内側 を洗 う力が大 きくな

り，内側洗浄力 に関 して は水流 の 強さ に よ る 影響が大

きくなる こ とが わかる．しか し，こ の 影響は合成洗剤

で は大 きい が ，石 け ん で は 特に高温 で 小さ い ．

　（3） 内側洗浄力に 及ぼす温度 と 洗濯機の効果

　内側洗浄力に 及ぼ す洗濯機 と洗浄温度 の 影響をよ り

詳細 に検討する ため に分散分析を試み て ，そ の 結果 を

表 3 に示 した．こ の 表か ら明らか なように ， 汚染布 を

布に包まない 通常の洗浄力実験で は洗濯機の効果 と洗

56

浄温度 の 効果 とは ほ ぼ 等 しく，洗浄効率に及ぼす寄与

率に して お よそ 4 割前後で ，洗剤間の差 もそれほ ど大

き くな い ．しか し，布に 包 んだ場 合 は 合成洗剤 A で

は洗濯 機の 効果が 2 割ほ ど大 きくな り，合成洗剤 B

と C で は洗 濯機の 効果が著 しく大 きくなる ．こ れ に

対 して 石け ん で は温度の 効果が著 しく大きくなり， 特

異で ある．

　4．要　　約

　洗剤や洗濯機の 内側洗 浄力を簡便に評価する方法 と

して ，汚染布 を布に 包ん で 洗浄力実験を行 う方法 を検

討 した．また
， その 方法を用 い て 数種の市販洗剤 の 内

側洗浄力 を渦巻型洗濯機 と撹拌型洗濯機で評価 した．

そ の 結果，石 けんは通常洗浄以 上 に温度依 存性 が 高 く，

低温で は内側洗浄力が他の洗剤 に比 べ て 著 しく低下す

るが 高温で は逆に最 も高 い ．また，酵素配合 の 合 成洗

剤 A は 50℃ 付近で内側洗浄力が最 も高く，平均 して
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表 3．全変動に 及 ぼ す洗濯機 と洗浄温度の効果

布に 包まな い （通 常洗浄） 布 に 包む （内側洗浄）

洗　　剤 石 けん 　合成洗剤 A 　合成洗剤 B 　合成洗剤 G　石け ん 　合成洗剤 A 　合成洗剤 B　合成洗剤 C

洗濯機の 寄与率 （％〉

温 度 の 寄与率 （％）

洗濯 機 の F 検定

温度の F 検定

50，438

．4

＊ ホ

串 ウ

44，041

．0
＊ ＊

＊ ＊

52，831

．7

疎 虚

拿 ＊

94∩

フ

だ
0

つ

σ

4

申 申

申 幽

17．577

．3

巾 串

潔 ＊

764453

申 申

ゆ 寧

253
匿
」

8

串 串

中 寧

66．611

．91

事

掌掌

合成洗剤 A ：酵素配合市販弱ア ル カ リ性洗剤，合成洗剤 B ：高級 ア ル コ
ー

ル 系市販中性洗剤 ， 合成洗剤 G　非イオ ン 系

市販液体中性洗剤．
＊

  危険率 1％ で 有意で あ る．洗濯機 ：渦巻型 ， 撹拌型 ， 洗浄温度 ：12
， 30， 50，

70℃．

他の洗剤 よ りかな り高か っ た．ラ イ トデ ュ
ーテ ィ

ー洗

剤で ある合成 洗剤 B と C は洗 浄温 度 に ほ とん ど依存

せ ず ， 内側洗浄力は ほ ぼ 一定だ っ た．そ の た め 低温で

は合成洗剤 A と同程度に高か っ た ．

　洗濯機の効果 につ い て は通常洗浄と同様 に内側洗浄

力で も渦巻型 の 洗浄効率が撹拌型 よ り高か っ た．しか

し，その傾向は石けん と合成洗剤 とで かな り異な っ た．

合成洗剤 で は ほ と ん ど洗 浄温度 に 依存せ ず ，通常洗浄

との 洗浄効率比は渦巻型で お よそ 0．6 前後，撹拌型 で

お よ そ O．4 前後 で あ り，渦巻型 の 方が洗浄効 率の 低 下

率が低 く，内側洗浄力に お い て は水流の影響が大 きく

なる こ とが わ か る．こ れ に対 して 石 け ん で は 洗浄効率

比が洗浄温度に大 き く依存 し，渦巻型で 約 0．3〜0．7，

撹拌型 で 約 0，15〜0，65 と幅広 く変化 し，か つ 高温 で

は両者の 差が小 さくな っ て 水流によ る違い は通常洗浄

と同程 度になる．

　洗 浄効率に及 ぼす洗濯機 と洗浄温度との 寄与率を調

べ た結果，通常洗浄ではすべ て の 洗剤につ い て 両者 と

も 4割程度の 寄与率で ある の に対 し て
， 内側洗浄で は

石 けん で 温度の 効果が極 め て 高 くな り，合成洗剤 A

で は洗 濯機の 効果が や や高 く，合成洗 剤 B と G で は

洗濯機の効果が著 しく高 くな っ た．
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